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市
で
は
、
４
月
か
ら
古こ

ふ布
の
集

積
所
で
の
回
収
を
開
始
し
ま
し

た
。
回
収
日
は
粗
大
ご
み（
可
燃
）

収
集
と
同
じ
日
で
す
。

　
ま
た
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

で
も
古
布
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
集
積
所
で
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
で
の
回
収
と
で
は
、
出
し

方
や
回
収
で
き
る
も
の
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
下

表
参
照
）。

　
ボ
タ
ン
、
チ
ャ
ッ
ク
な
ど
は
外

さ
な
く
て
も
回
収
で
き
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
家
庭
で
の

洗
濯
で
十
分
で
す
。

　
自
治
会
や
子
供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
が
実
施
し
て
い
る
地
域
の
資
源

ご
み
回
収
で
、
古
布
を
回
収
し
て

い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
（
出
し
方

な
ど
は
、
各
実
施
団
体
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
）。

  

古
布
の
資
源
ご
み
回
収
を

  

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
不
用
に
な
っ
た
衣
類
は
、
燃
や

す
ご
み
と
し
て
処
分
す
る
の
で
は

な
く
、
古
布
と
し
て
回
収
に
出
す

な
ど
し
て
、
ご
み
減
量
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

  

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

  

警
報
器
の
設
置
を

問

施設名 問い合わせ先
☎ 回収日時 古布以外の

回収品目

リサイクルプラザ・おく
（邑久高校正門を東へ 20㍍） 0869-22-3707

毎週月・水・金・土曜日
9：00 ～ 16：00
※祝日は回収なし 古紙、廃食用油、

アルミ缶・
スチール缶リサイクル工房うしまど

（瀬戸内警察署東隣） 0869-34-5264
毎週火曜日
9：30 ～ 12：00
※祝日は回収なし

区分 出し方 回収できるもの

集積所での回収 ビニール袋に入れ、
必ず口を縛る。

綿入りのもの（ダウンジャケットなど）を
含む一般的な衣類・タオル・ハンカチ。

リサイクル施設での
回収

ひもで十字にしばる、
もしくはビニール袋など
に入れる。

綿入りのもの（ダウンジャケットなど）を
除く布製品全般。
※詳細は各施設へお問い合わせください。

古布を回収するリサイクル施設

集積所での回収とリサイクル施設での回収の違い

　

消
防
法
に
よ
り
全
て
の
住
宅

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
寝

室
と
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の

階
段
室
で
す
。
設
置
に
よ
り
火
災

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
ぼ
や

火
災
で
収
ま
っ
た
奏
功
例
が
全
国

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
取
替
時
期

　
電
池
切
れ
警
報
が
鳴
っ
た
ら
電

池
を
新
し
い
も
の
に
交
換
し
て
く

だ
さ
い
（
機
器
ご
と
交
換
す
る
機

種
は
、
新
し
い
警
報
器
に
交
換
し

て
く
だ
さ
い
）。

　
最
大
10
年
を
目
安
に
警
報
器
を

交
換
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▽
販
売
場
所

　
電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

消
防
設
備
取
扱
店
、
電
気
工
事
事

業
所
、
農
協
な
ど

【
警
報
器
の
設
置
調
査
に
ご
協
力
を
】

　

市
で
は
、
各
家
庭
を
訪
問
し

て
、
設
置
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
署
や
市
役
所
が
、

個
別
に
警
報
器
な
ど
を
販
売
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪

問
販
売
な
ど
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-
２
２-

１
４
９
３

問
　
５
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
全

国
一
斉
に
「
赤
十
字
運
動
」
が
展

開
さ
れ
ま
す
。赤
十
字
社
員
と
は
、

日
本
赤
十
字
社
が
行
う
活
動
に
賛

同
し
、
年
額
５
０
０
円
以
上
の
社

費
を
納
め
た
人
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
社

員
か
ら
の
資
金
（
社
費
）
と
、
一

般
の
人
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

瀬
戸
内
市
地
区

　
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
内
）

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

  

５
月
は

  

赤
十
字
運
動
月
間

問

職員の給与状況市
　市職員の給与は、人事院の勧告やほかの地方自治体との均衡
を考慮して、条例で定められていますが、市民の皆さんにより
一層のご理解をいただくため、現在の状況をお知らせします。
　総務課　☎０８６９ - ２２ - ３９０９ 

５  職員の初任給の状況　H26.4.1 現在

区分 瀬戸内市 国

一般行政職
大学卒

円 円

172,200 172,200

高校卒 140,100 140,100

技能労務職 高校卒 137,200 ― 

６  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　H26.4.1 現在

区分
経験年数

10 年 15 年 20 年

一般行政職
大学卒

円 円 円

229,700 274,300 329,717

高校卒 197,475 － －

８ 職員手当の状況（上水道・病院事業職員を除く全職員）

（１） 期末手当・勤勉手当　H26.4.1 現在

区　　分 6 月期 12 月期 計
期末手当 月分 1.225 1.375 2.60
勤勉手当 月分 0.675 0.675 1.35

（３） 特殊勤務手当　H26.4.1 現在

支給実績（25 年度決算） 2,565 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額（25 年度決算） 36,130 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（25 年度） 19.2%

手当の種類（手当数） 6
手当の名称 支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

防疫作業手当 作業従事職員 感染病防疫作業 日額 1,000 円
犬猫死体処理手当 作業従事職員 犬猫等の死体処理作業 １体 1,000 円

行旅人死体取扱手当 作業従事職員 行旅死亡人の死体処理 １体 3,000 円
環境衛生手当 作業従事職員 一般廃棄物の処理業務 月額 15,000 円

火葬業務手当 作業従事職員
火葬作業（平日） １体 18,000 円
火葬作業（土日・祝日） １体 25,000 円

消防業務手当 消防業務従事職員
休日等出勤 １回 300 ～ 500 円
救急出動等 １回 150 ～ 510 円

（４） 時間外勤務手当
支給実績（25 年度決算） 58,900 千円

職員１人当たり平均支給年額（25 年度決算） 167 千円

11  部門別職員数の状況と主な増減理由 　

区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
H25.4.1 H26.4.1

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 4 人 4 人 0 人

総務 74 71 △ 3 短時間再任用の活用、機構
改革

税務 19 20 1 欠員補充
農林水産 6 7 1 業務配分の変更

商工 8 7 △ 1 業務配分の変更
土木 16 16 0
民生 78 80 2 保育士の採用

衛生 30 27 △ 3 短時間再任用の活用、業務
分担の変更

計 235 232 △ 3
教育部門 67 65 △ 2 欠員未補充
消防部門 69 69 0

小計 371 366 △ 5

会
計
等
部
門

公
営
企
業

病院 84 83 △ 1 欠員未補充
水道 26 26 0

下水道 11 10 △ 1 機構改革
その他 21 23 2 業務分担の変更

小計 142 142 0
合計 513 508 △ 5

１ 人件費の状況（平成 25 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（25 年度末）
歳出額

A 実質収支 人件費
B

人件費比率
B / A

人 千円 千円 千円 ％

38,547 15,970,709 461,912 3,014,136 18.9
（注）人件費には市長・議員などの給料・報酬を含んでいます。

２  職員給与費の状況（平成 25 年度普通会計決算）
職員数

A
給与費 １人当たり給与費

B / A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B
人 千円 千円 千円 千円 千円

370 1,282,230 180,443 473,595 1,936,268 5,233
（注）職員手当には、退職手当を含みません。また、職員数は平成 25 年 4 月 1 日現在の人数です。

３  一般行政職の給与水準（ラスパイレス指数の状況） 　H26.4.1 現在

瀬戸内市 県内 14 市平均（岡山市を除く）

94.2 98.3
（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水

準を示す指数です。

（２） 退職手当　H26.4.1 現在

区　　分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額
　自己都合 月分 23.03 32.83 46.55 55.86

　勧奨・定年 月分 28.7875 38.955 55.86 55.86
　平成 25 年度 1 人当たり平均支給額　
　自己都合 9,958 千円　勧奨・定年 26,874 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は平成 25 年度に退職した職員に支給された平均額です。

（５） その他の手当　H26.4.1 現在

手当名 内容及び支給単価 支給実績
（25 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（25 年度決算）

扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により被扶
養親族 1 人につき 6,500 円～ 13,000 円

千円 円

33,927 214,728
住居手当 借家のみ 12,000 円～ 27,000 円 19,830 260,921

通勤手当

　・交通機関利用者
　運賃の額に応じて最高 55,000 円まで
　支給
　・自動車などの使用者
　距離に応じて 2,000 ～ 24,500 円

20,144 60,675

管理職手当 職に応じて給料の 8 ～ 12％ 40,353 443,440
管理職員特別

勤務手当
管理職が緊急時、休日等に出勤した場合
1 回上限 4,000 円、6 時間超 6,000 円 272 4,060

宿日直手当 勤務場所に応じて 4,200 ～ 5,900 円 4,452 22,260

９ 特別職の報酬等の状況 　H26.4.1 現在

区分 給料月額 期末手当

給
料

市長
円

平成 25 年度支給割合 2.95 月分（6 月期 1.4
月分、12 月期 1.55 月分）・加算措置 44％

880,000
副市長 720,000   
教育長 640,000

報
酬

議長 450,000
平成 25 年度支給割合 3.0 月分（6 月期 1.4
月分、12 月期 1.6 月分）・加算措置 15%副議長 380,000

議員 350,000

10  定員管理の進捗状況 　
職員数

増減数 増減率
H17.4.1 H26.4.1

人 人 人 ％

561 508 △ 53 △ 9.45

４  職員の平均年齢、平均給料月額の状況 　H26.4.1 現在

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
歳 円

42.7 312,000

技能労務職 54.2 289,300
（注）平均給料月額とは平成 26 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

問

７  一般行政職の級別職員数の状況　H26.4.1 現在

区分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級
計

標準的な職務内容 部長・参与 課長・参事 課長補佐 係長・主幹 主査 主任 主事

職員数
人

10 25 22 40 29 36 31 193

構成比
％

5.2 13.0 11.4 20.6 15.0 18.7 16.1 100.0
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記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
子
育
て

の
場
と
し
て
幼
稚
園
を
開
放
し
て

い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月

は
開
放
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

園庭開放日
幼稚園名 問い合わせ先☎ 5 月 6 月 7 月 開放時間
牛窓東 0869-34-2104 12 日（火） 16 日（火）、30 日（火） 14 日（火） 午前 9 ～ 11 時
牛窓北 0869-34-3742   7 日（木） 11 日（木）   9 日（木） 午前 9 ～ 11 時

今城 086-943-8715 12 日（火）   9 日（火） 14 日（火） 午前 9 ～ 11 時
邑久 0869-22-0027 12 日（火）   9 日（火） 14 日（火） 午前 9 ～ 11 時
美和 0869-26-3445 12 日（火）   9 日（火） 14 日（火） 午前 9 ～ 11 時
国府 0869-26-3446 12 日（火）   9 日（火） 14 日（火） 午前 9 ～ 11 時
行幸 0869-26-3447 12 日（火）   9 日（火） 14 日（火） 午前 9 ～ 11 時

宝くじ助成金を活用して
だんじりを修復

　中浦自治会（牛窓町牛窓）が平成26
年度のコミュニティ助成事業を活用し、
「中浦だんじり」の修復事業を行いました。
　コミュニティ助成事業は、財団法人自
治総合センターが、コミュニティ組織の
行う地域の連帯感に基づく自治意識を盛
り上げる事業を対象に助成を行うもの
で、宝くじの収益金の一部を財源にして
います。
　企画振興課
☎０８６９ -２２ -１０３１
問

  

幼
稚
園
の
園
庭
開
放

  
障
害
児
福
祉
年
金

　
障
害
児
に
対
し
、
年
１
回
７
月

に
福
祉
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
瀬
戸
内
市
障
害
児
福
祉

年
金
証
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

４
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
る
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　
４
月
１
日
ま
で
に
手
帳
を
取
得

し
、
４
月
１
日
時
点
で
１
年
以
上

市
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
未
満

問 申

　20 歳以上であれば、学生であっても国民年金に加
入しなければなりません。
　しかし、学生の人は一般的に所得が少ないため、本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象者は、学校教育法に規定する大学（大学院）、
短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および
各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する
学生の人です。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までで
すが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合、
４月上旬までに再申請に必要な申請書の様式が、日本
年金機構から送付されますので、引き続き学生納付特
例制度を希望する場合は、必要事項を記入の上、返送
してください。
　市民課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６ - ２７０ - ７９２８

学生納付特例制度

ねんきんのおはなし♪

問

の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

※
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
人
は
、
対
象
外
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
～
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
受
付
期
間

　
５
月
７
日
（
木
）
～
29
日
（
金
）

　

福
祉
課
、
市
民
課
、
牛
窓
支
所
、

裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-
５
９
４
３

△修復後の中浦だんじり

　
６
月
１
～
７
日
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
普
及
週
間
で
す
。
備
前
保
健
所

で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
夜
間
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
第
１・
３
金
曜
日

に
定
例
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
匿
名
・
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
即
日
検

査
）、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒

検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

▽
場
所　
備
前
保
健
所

　
（
岡
山
市
中
区
古
京
町
１-

１-

17
）

【
夜
間
検
査
】

▽
日
時　
６
月
12
日
（
金
）　

　
午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

【
定
例
検
査
】

▽
日
時　
第
１・３
金
曜
日　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

　
　
　

備
前
保
健
所

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

　
（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

予
問

相

  

エ
イ
ズ
の
夜
間
検
査

　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
薬
物
に
よ

る
事
件
事
故
が
社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は

「
岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
」
を

３
月
20
日
に
公
布・一
部
施
行
し
、

4
月
19
日
か
ら
完
全
施
行
し
ま

し
た
。

　
条
例
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

県
医
薬
安
全
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
薬
安
全
課

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
４
１

HPhttp://www.pref.okayam
a.jp/

soshiki/38/

  

三
世
代
同
居
等
推
進

  

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

問
募　
　

集

　
瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協
議

会
で
は
、
韓
国
語
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

　
講
座
の
体
験
も
で
き
ま
す
。
韓
国

の
文
化
を
学
び
な
が
ら
、
簡
単
な

日
常
会
話
や
旅
行
会
話
な
ど
を

身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）
で
、
５
月
22

日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
実
施
日　

【
入
門
】　
６
～
12
月
の
第
２・
４

金
曜
日

【
初
級
】　
６
～
12
月
の
第
１・
３

金
曜
日

※
体
験
し
、
ど
ち
ら
か
選
ん
で
く

　
だ
さ
い
。

※
延
長
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
時
間　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
会
費　
１
回
１
、０
０
０
円

※
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て　

  

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

  

受
講
者
募
集

　
２
、８
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▽
定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

　
　
瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協

議
会
事
務
局
（
企
画
振
興
課
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
３
０
４

　
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
と
し
て
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
エ
ク
セ
ル
検
定

３
級
合
格
を
目
指
し
た
課
程
）
や

さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
に
関
す
る
知

識
な
ど
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▽
受
講
期
間　
５
月
26
日
（
火
）

　
～
７
月
１
日
（
水
）
の
間
で
、

　
毎
週
火
～
金
曜
日
の
22
日
間

▽
受
講
時
間　
午
前
10
時
～
午
後

申
問

　
４
時

▽
申
込
期
限　
５
月
８
日
（
金
）

▽
応
募
資
格　

　
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

そ
の
後
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

で
全
期
間
出
席
で
き
る
人

▽
受
講
料　
無
料
（
教
材
費
、
検

　
定
受
検
料
は
実
費
負
担
、
合
計

　
１
万
円
程
度
）

▽
定
員　
15
人
（
受
講
者
は
選
考

　
に
よ
り
決
定
）

▽
申
込
方
法　

　
受
講
申
込
書
を
郵
送
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
受
講
申
込
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
階

☎
０
８
６-

２
３
５-

３
３
０
７

HP http://www.pref.okayam
a.jp/

soshiki/187/

申
問

　
市
で
は
、
国
の
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
て
、
定
住
人
口
の
増

加
と
地
域
内
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
既
存
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
場
合
の
補
助
金
を
創
設
し

ま
し
た
。
三
世
代
で
の
幸
せ
な
暮

ら
し
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
企
画
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
金
額

　

対
象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
30
万
円
）

▽
補
助
対
象
と
な
る
工
事

　
親
、
子
お
よ
び
孫
の
世
帯
が
同

居
ま
た
は
近
居
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
既
存
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
際
の
工
事
で
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
も
の

　

・
平
成
27
年
度
中
に
完
了
す
る
工

　
事
で
あ
る
こ
と

　

・
建
物
の
居
住
部
分
に
対
し
て
行

　
う
工
事
で
あ
る
こ
と

　

・
市
内
の
事
業
者
が
施
工
す
る
工

　
事
で
あ
る
こ
と

　

・
費
用
の
合
計
が
10
万
円
以
上
で

　
あ
る
こ
と

  

韓
国
語
を

  

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

申
問

  

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の

  

命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

  

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の

  

参
加
者
を
募
集

　
公
益
社
団
法
人
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま
で
は
、
被

害
者
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
理

解
し
、
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め

の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
被
害

者
支
援
員
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
「
中
級
講
座
」
修
了
者
は
、
面

接
と
審
査
の
後
、
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま
の
支
援
補

助
員
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
場
所

　
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１
）

▽
定
員
・
受
講
料　

　

・
基
礎
講
座
全
６
回

　
30
人
程
度　
６
、０
０
０
円

　

・
中
級
講
座
全
６
回

　
20
人　
６
、０
０
０
円

▽
応
募
期
限　

５
月
15
日
（
金
）

応
問

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地

　

・
井
尻
団
地

　
長
船
町
東
須
恵
４
２
７-

１
、

　

簡
耐
平
屋
建
、
３
D
K
、
２
戸

　

・
中
村
団
地

　
牛
窓
町
長
浜
３
６
３
０-

１
、

　

簡
耐
２
階
建
、
３
D
K
、
１
戸

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

６
月
１
日
（
月
）

▽
申
込
期
間　
５
月
１
日
（
金
）

　
～
15
日
（
金
）午
前
８
時
30
分

　
～
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

申
問

　
　

公
益
社
団
法
人
被
害
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま

☎
０
８
６-

２
２
３-

５
５
６
４

HPhttp://vsco.info/

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
夏
休
み
海
外
研
修
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

説
明
会
の
参
加
費
は
無
料
で
、
事

前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校

　
体
験
、
地
域
見
学
な
ど

▽
派
遣
先　
米
国
、英
国
、豪
州
、

　
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
シ
ン
ガ

　
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ

　
ピ
ン

▽
日
程　
７
月
23
日
（
木
）
～
８

　
月
16
日
（
日
）
の
う
ち
８
～
18

　
日
間

▽
対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校

　
３
年
生

▽
定
員　
10
～
25
人

▽
参
加
費　

25
～
69
万
円

▽
応
募
期
限　

５
月
26
日
（
火
）

　
お
よ
び
６
月
９
日
（
火
）

　
（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▽
応
募
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
資
料
を
請
求

し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
た
参

加
申
込
書
を
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
早
期
申
込
割
引
制
度
に
よ
り
、

　
５
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
申
し

　
込
ん
だ
人
は
１
万
円
割
引
き
と

　
な
り
ま
す
。

【
説
明
会
】

▽
開
催
日
時　
５
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
岡
山
市
北
区
奉
還
町
２-
２-

１
）

　
　
　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

FAX
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
４

mailinfo@kskk.or.jp　

〒
１
４
１-

０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７-

15-

４

応
問

資

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

  「
笑
い
ヨ
ガ
」
教
室

　このたび、教育長に就任いたしました
柴崎伸次です。
　瀬戸内市の教育行政に携わる機会を与
えていただきましたことを、この上ない
光栄に存じ、また職責の重大さに身の引
き締まる思いです。
　教育をめぐる環境は非常に厳しい状況
ですが、「第２次瀬戸内市総合計画」を
踏まえ策定した学校教育においての「子
どもが楽しく学び成長を実感できるまち」
など、教育委員会の五つの重点施策に基
づき、これまでの施策を引き続き推進し、
さらなる工夫・改善、充実・発展を図っ
てまいります。
　重責ではありますが、教育関係者の皆
様はもとより、多くの方々と連携・協力
しながら、精一杯取り組んでまいります。
　どうぞご理解とご協力をお願いいたし
ます。

柴
しば

崎
さき

伸
しん

次
じ

さんが
教育長に就任

昭和 53 年山形県立天童高卒。山
形大業務改善等担当部長、筑波
大附属学校教育局次長、独立行
政法人教員研修センター総務部
長などを務めてきた。55 歳。

略歴                          

　教育長に柴崎伸次さんが決まりました。
　任期は、平成 27 年４月１日から平成
30 年３月 31 日までです。
　柴崎教育長は、今後の抱負などを次の
ように語りました。

  

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

  

啓
発
展
示
会

　

笑
う
こ
と
で
免
疫
力
が
強
ま

り
、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
体
に
な
り

認
知
症
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法

を
組
み
合
わ
せ
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」

申
問

催
し
物

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る

と
、
10
年
後
に
は
65
歳
以
上
の
約

5
人
に
1
人
が
認
知
症
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
、
認
知
症
の

人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
し
、

地
域
や
職
場
で
見
守
り
、
応
援
す

る
人
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
講
座
で
、
認
知
症
に
つ
い

て
学
び
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
し
た
人
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し
て
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
は
不

要
で
す
。
当
日
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　

・
５
月
19
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分　

　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

・
５
月
22
日
（
金
）

　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

　
瀬
戸
内
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

・
５
月
27
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
牛
窓
町
公
民
館

　

・
６
月
４
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

※
内
容
は
各
回
同
じ
で
す
。

▽
講
師

　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

　

瀬
戸
内
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
０
８
６
９-

２
４-

０
０
０
１

問 を
体
験
で
き
る
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　
事
前
に
、
電
話
で
申
し
込
み
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
12
日
（
火
）
午
後

　
２
～
３
時

▽
場
所　
介
護
事
業
所
ま
ご
の
て
村

　
（
邑
久
町
箕
輪
６
５
６-

１
）

▽
講
師　
宮
地
勇
氏

　
（
岡
山
市
市
民
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

▽
対
象
者　
市
内
在
住
者

▽
定
員　
10
人
（
程
度
）

▽
参
加
費　
無
料（
お
や
つ
付
き
）

▽
募
集
開
始　
５
月
１
日
（
金
）

　
　

ま
ご
の
て
村　

吉
信
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
３
２
１

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

  

養
成
講
座

　
長
島
愛
生
園
に
入
所
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
作
品
を
中
心
と
し
た
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
展
示
会
「
第

９
回
長
島
か
ら
の
風
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
入
場
料
は
無
料
で
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
５
月
29
日
（
金
）
～
31

　
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所

　
道
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー

　
ク
ゆ
う
ゆ
う
交
流
館

　
（
邑
久
町
虫
明
５
１
６
５-

　
１
９
６
）

▽
内
容　

絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、

　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
啓
発
パ

　
ネ
ル
な
ど
の
展
示

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

問

△オレンジリング

  
被
害
者
支
援
員

  
養
成
講
座
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瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
特

別
企
画
展
「
没
後
30
年  

井
上
有

一
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

井
上
有
一
（
１
９
１
６
～

１
９
８
５
年
）
は
東
京
生
ま
れ
。

小
学
校
教
員
と
し
て
勤
め
る
傍

ら
、書
家
の
上
田
桑
鳩
に
師
事
し
、

書
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

　
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出

品
さ
れ
た
「
愚
徹
」
で
注
目
を
集

△井上有一「貧」1972 年

示
し
ま
す
。

　

ま
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

講
演
会
も
行
い
ま
す
。

▽
開
催
期
間

　
５
月
２
日（
土
）～
６
月
14
日（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
5
月
7

　
日
（
木
）、
11
日
（
月
）、
18
日

　
（
月
）、
25
日
（
月
）、
6
月
1

　
日
（
月
）、
8
日
（
月
）
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

アスパラガスのソテー

吉田昌子さん（瀬戸内べじたぶる）です。

◆材料（4 人分）
●アスパラガス（2 束）
●バター（小さじ 1）

●塩（少々）
●こしょう（少々）

◆作り方
①アスパラガスは根元を切り、下のほうの皮をむ
　いて 3㌢に切る。
②塩を入れた熱湯でさっと
　ゆでる。
③フライパンでバターを熱
　し、アスパラガスをさっ
　と炒め、塩、こしょうで
　味を調える。

　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２問

   
特
別
企
画
展

  「
没
後
30
年  

井
上
有
一
展
」

　　知っ得！せとうち便　　

今月のお

　
本
め
す
す

BooKs

マ
ン
ガ
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
駆
使
し
て
、
初
心

者
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
入
門
書
。
古
墳
に
ま
つ
わ
る
素
朴
な
疑
問
、

知
っ
て
驚
く
古
墳
の
中
身
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

瀬
戸
内
市
内
や
岡
山
県
内
に
も
あ
る
古
墳
。
休

日
に
古
墳
め
ぐ
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
古
墳
入
門

広
瀬
和
雄
…
著　

幻
冬
舎

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談 　
以
上
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下

　
無
料

【
講
演
会
】

▽
講
師

　
海
上
雅
臣
氏
（
美
術
評
論
家
、

　
ウ
ナ
ッ
ク 

ト
ウ
キ
ョ
ウ
代
表
）

▽
日
時

　
５
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
～

　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
開
始
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
（
美
術

　
館
東
隣
）

▽
定
員　

１
０
０
人

▽
聴
講
料　

無
料
（
た
だ
し
観
覧

　
券
の
半
券
が
必
要
で
す
）

▽
申
込
方
法　
電
話

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。

※
座
席
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

め
、
以
後
、
国
内
外

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
井
上
有
一
は
古
来

の
筆
法
や
書
法
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
一
文
字
だ
け
を

書
い
た「
一
字
書
」や
、

墨
と
筆
を
使
わ
ず
に

書
く
「
コ
ン
テ
書
」

な
ど
独
自
の
様
式
を

打
ち
立
て
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
見
る
人

の
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
井

上
有
一
の
作
品
の
う

ち
、
未
公
開
作
品
を

中
心
に
約
50
点
を
展

相　
　

談

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
21
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

予
問

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日

で
す
。

　
日
本
国
憲
法
は
昭
和
22
年
５
月

３
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
施
行
を
記
念
し
、
国
の
成
長
を

期
す
る
た
め
に
こ
の
日
が
憲
法
記

念
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お

よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
毎
年
憲
法

記
念
日
を
中
心
と
す
る
５
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
一
週
間
を
憲
法

週
間
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
見
学
や
裁
判
の
傍
聴
な
ど

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

　
土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、

子
ど
も
の
非
行
・
人
権
、
登
記
な

ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
無
料

で
相
談
で
き
ま
す
。
事
前
申
込

は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
５
月
８
日
（
金
）　
午
前

　
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
弁
護
士
会
館

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

※
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

  

無
料
法
律
・
人
権
相
談

  

な
ど

　
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
は
「
児
童
福
祉

週
間
」
で
す
。
全
国
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
事
業
や
行
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」

の
標
語
は
「
世
界
に
は　
君
の
輝

く　
場
所
が
あ
る
」
で
す
。

　
家
族
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
児
童
福
祉
関
係
の
心
配

ご
と
な
ど
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
法
廷
の
見
学
・
裁
判
の
傍
聴

　
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
に
は
事
前
に
人
数
や
時

間
に
つ
い
て
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る

裁
判
は
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
団
体
で
の

傍
聴
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の

　

開
設
、法
廷
の
見
学
、裁
判
の

　

傍
聴
に
つ
い
て

　
　
岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
広
報
係

☎
０
８
６- 

８
９
９- 

１
１
０
０

③
検
察
庁
の
見
学

　
検
察
庁
の
見
学
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
に

は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

・
検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て

　
　

岡
山
地
方
検
察
庁

☎
０
８
６- 

２
２
４- 

５
８
６
７

申
問

相
問

  

５
月
５
～
11
日
は

  

児
童
福
祉
週
間

  

職
場
で
の
労
働
関
係
の

  

ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者

と
使
用
者
と
の
間
に
生
じ
た
労
働

条
件
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

（
紛
争
）
に
つ
い
て
、
専
門
家
が

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
紛
争
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
同
士

で
自
主
的
に
解
決
す
る
の
が
最
も

望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
自
主
的

な
解
決
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

   

年
金
相
談

　
例
え
ば
、
労
働
者
が
使
用
者
か

ら
、
突
然
、
解
雇
を
通
告
さ
れ
た

り
、
賃
下
げ
、
配
置
転
換
な
ど
を

受
け
、
労
働
者
と
使
用
者
が
対
立

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
事
務
局

に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
相
談

内
容
に
よ
っ
て
、
公
益
委
員
、
労

働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
が
、
３

人
１
組
で
あ
っ
せ
ん
に
応
じ
て
い

ま
す
。
費
用
は
無
料
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
労
働
問
題
全
般
の
相
談

も
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で
随
時
受

け
付
て
い
ま
す
。

申
問

　
　

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
６
３

相
問

相
問
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仲
﨑
邸
で
は
、
特
別
企
画
「
東

原
方
遷
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
に
長

船
町
福
岡
で
生
ま
れ
、
日
本
画
の

京
都
画
壇
で
活
躍
し
た
方
遷
の
作

品
約
10
点
を
特
別
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
期
間　

　
６
月
28
日
（
日
）
ま
で

※
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
の
み
開

　
館
、
５
月
４
日
（
月
・
祝
）
～

　
６
日
（
水
・
振
休
）
は
特
別
開
館

▽
開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
仲
﨑
邸

　
（
長
船
町
福
岡
６
８
８
）

▽
入
館
料　
１
０
０
円

　

備
前
福
岡
古
民
家
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

平
原
さ
ん

☎
０
９
０-

３
７
４
２-

１
２
０
９

問

   

仲
﨑
邸
特
別
企
画

   「
東
原
方
遷
展
」

△仲﨑邸に展示された方遷の作品
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